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山
陰
百
姓
一
揆
に
つ
い
て

⇔

　
山
陰
百
姓
一
揆
に
つ
い
て
は
昨
年
八
月
号
村
報
に
一
部
記
載
し
た
の
で
あ
る
が
、

そ
の
後
残
り
の
記
録
を
記
載
す
る
機
会
を
得
な
か
っ
た
の
で
、
あ
れ
か
ら
一
年
た
っ

た
今
月
の
村
報
に
残
り
の
部
分
を
の
せ
る
事
と
し
た
。

　
こ
の
記
録
は
成
願
寺
所
蔵
の
「
山
陰
百
姓
一
揆
始
末
」
書
の
原
文
に
基
づ
い
て
読

み
易
い
よ
う
に
記
述
し
た
も
の
で
あ
る
。

一
、
作
付
は
惣
而
地
持
へ
等
に

至
る
ま
で
日
限
を
定
め
被
仰
候

．
に
付
日
照
に
田
を
打
留
め
帰
り

に
畑
を
持
へ
申
す
様
に
有
之
迷

惑
ぜ
り
候
殊
に
田
仕
付
の
儀
は

大
組
に
て
返
立
植
被
仰
付
中
手

晩
稲
差
前
無
御
座
旧
地
三
等
思

い
終
に
不
三
三
処
も
差
上
回
申

候
に
付
殊
の
外
虫
気
仕
り
実
入

り
悪
し
く
御
座
候
之
よ
り
山
陰

組
の
儀
山
涼
し
き
処
に
て
清
水

斗
り
の
田
方
而
巳
に
て
差
苗
植

付
申
候
得
ば
期
し
く
御
座
通
言

仕
思
い
た
て
延
引
の
も
の
の
格

別
の
儀
御
座
候
そ
の
外
勝
手
次

第
被
下
働
垢
面
様
に
申
上
百
事
．

一
、
坪
谷
村
而
て
御
用
の
植
材

木
当
年
迄
打
続
き
当
四
月
五
日

迄
御
題
出
さ
れ
候
気
迫
流
し
掬

電
脳
組
美
々
津
迄
乗
り
下
志
下

迄
の
間
少
々
飯
米
等
も
不
被
仰

付
候
付
麦
の
粉
持
参
仕
り
他
領

師
鵬
駁
難
鍵
罐
臓

恥
か
し
く
存
じ
候
と
書
出
申
骨

違
一
、
近
年
為
御
銭
銀
庄
屋
よ

り
割
高
申
付
候
見
亦
先
例
無
之

儀
に
て
御
座
悪
相
立
指
上
田
納

方
へ
質
物
を
出
し
借
立
上
納
申

加
葉
の
儀
に
御
座
候
得
ば
迷
惑

内
申
候
専

一
、
前
方
仁
保
圧
太
夫
方
江
林

田
半
三
衛
殿
山
崎
介
之
亟
殿
御

郡
代
役
し
て
節
は
前
々
相
定
め

諸
上
納
方
無
油
断
上
納
仕
候
は

何
ぞ
吟
味
も
無
御
座
候
自
然
差

支
不
納
之
者
御
座
候
節
は
御
断

り
申
上
候
得
ば
翌
年
の
御
初
年

迄
御
差
除
け
と
仰
付
け
御
持
廻

り
被
下
増
而
料
銀
村
替
杯
等
も

仰
付
候
儀
無
御
座
候
誠
に
親
十

郎
左
衛
門
殿
御
郡
代
之
時
分
は

弥
々
以
御
仕
置
而
御
座
候
村
申

斗
高
杯
所
持
不
仕
者
斗
高
御
買

入
御
預
け
も
新
宅
銀
家
普
請
銀

竹
代
迄
御
免
被
下
有
難
く
奉
存

じ
候
当
十
郎
左
衛
門
殿
よ
り
も

御
介
保
と
し
て
右
在
之
油
物
其

の
外
植
木
植
葦
被
仰
付
候
得
共

近
年
打
続
き
風
損
水
損
以
前
よ

り
仕
来
候
耕
作
副
仕
録
不
申
候

処
壱
ケ
年
増
に
歩
か
さ
の
品
被

仰
候
得
共
過
役
杯
被
仰
付
候
に

付
き
還
而
御
請
の
罷
料
と
奉
存

候
段
書
付
差
上
げ
申
候
事

一
、
御
郡
代
御
入
之
節
右
之
通

り
堅
被
仰
付
候
上
下
の
役
人
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
き
び
し
く

前
代
々
御
之
越
録
の
御
吟
味

調
敷
被
仰
付
其
の
上
山
陰
組
総
、

庄
屋
勘
左
衛
門
と
申
す
者
御
郡

代
衆
取
立
の
者
而
右
之
下
役
人

調
敷
被
仰
付
候
上
尾
羽
年
を
付

調
敷
吟
味
仕
り
早
速
届
上
候
に

就
而
余
村
と
違
い
御
料
銀
村
替

被
仰
付
も
の
数
々
御
座
候
惣
而

割
府
者
之
百
姓
共
へ
聞
せ
不
申

候
与
兵
治
と
申
筆
取
斗
り
に
談

合
仕
諸
事
の
事
寄
の
銀
米
積
込

仕
掛
仕
候
に
付
百
姓
殊
之
外
草

臥
れ
し
の
ぎ
可
申
様
も
御
座
な

く
に
が
り
は
て
申
候
事

一
、
年
中
の
御
勘
定
の
儀
前
々

よ
り
六
月
限
り
に
被
仰
付
そ
の

年
中
に
受
申
候
得
ば
其
の
通
り

に
て
召
置
か
れ
候
当
郡
代
衆
五

月
限
り
に
被
仰
付
右
同
断
調
敷

被
仰
付
候
に
付
田
作
杯
思
い
の

儘
に
不
得
仕
何
方
も
相
替
義
無

御
座
候
四
五
月
の
儀
は
一
目
は

常
の
五
七
日
も
還
り
合
い
申
す

事
而
て
先
例
六
月
限
り
に
成
共

被
仰
付
可
被
下
段
右
之
付
差
上

申
候
事
一
、
百
姓
食
い
物
の
儀
は
朝
夕

雑
吸
を
吸
む
様
に
仕
た
べ
申
ま

ま
可
仕
ざ
な
く
候
ば
勝
手
而
巳

無
之
是
御
郡
代
衆
直
々
に
被
仰

候
此
の
段
乍
悼
お
ろ
か
に
奉
存

じ
左
様
に
雑
吸
を
た
べ
通
し
申

す
儀
に
御
座
候
共
何
を
か
申
上

候
儀
惣
じ
て
無
御
座
候
わ
ら
び

か
つ
ね
杯
は
申
す
に
不
及
山
の

木
か
や
の
実
取
り
尽
し
ほ
り
小

屋
え
参
り
候
て
も
身
命
続
き
申

す
事
無
御
座
候
間
立
出
申
候
よ

り
外
は
無
御
座
候
あ
は
れ
と
も

召
思
上
可
被
下
候
先
年
も
数
度

風
損
水
損
有
之
候
得
共
恐
し
き

御
仕
置
に
て
免
合
等
御
下
げ
被

下
そ
の
上
稼
ぎ
之
談
口
銀
数
々

御
被
免
被
遊
口
稼
一
片
に
被
仰

付
惣
而
米
そ
の
外
雑
穀
等
に
至

る
ま
で
買
入
れ
申
す
儀
御
口
屋

之
御
免
被
下
老
体
に
て
稽
ぎ
不

相
成
者
に
は
御
米
質
付
被
成
翌

年
の
作
振
り
次
第
元
米
而
御
取

成
し
被
下
候
か
様
の
迷
惑
仕
り

候
儀
無
御
座
候
共
晶
々
植
物
作

物
被
仰
付
亦
は
料
銀
村
替
追
放

等
被
仰
付
候
儀
無
御
座
候
段
及

飢
命
申
候
共
今
少
し
き
っ
ぱ
り

申
度
儀
奉
存
じ
候
得
共
右
之
通

り
手
に
あ
ば
き
不
申
掬
而
又
料

銀
村
替
追
放
等
兼
而
度
く
被
仰

渡
候
間
何
事
も
右
様
の
気
が
い

ば
か
り
仕
る
事
も
手
に
付
不
申

成願寺に保存の山陰百姓一揆の記録

辱

・

候
段
申
上
天
罪
は
不
及
力
候
得

共
御
郡
代
衆
仕
置
之
仕
方
に
寄

り
申
候
や
と
奉
存
じ
候
段
書
付

差
出
申
候
事

　
右
之
通
り
少
し
も
作
立
不
申

候
宜
敷
様
に
願
奉
右
津
隈
三
郎

右
衛
門
殿
に
誉
付
差
出
申
候
処

右
の
訴
状
書
田
代
村
え
持
参
申

候
中
間
夫
五
人
の
者
三
郎
右
衛

門
殿
御
前
に
召
被
成
夫
々
ケ
条

之
趣
申
儀
無
御
座
候
内
熱
被
仰

付
候
仕
置
の
御
尋
付
申
上
候

　
右
ケ
条
の
通
り
善
悪
の
儀
不

存
御
免
被
下
候
え
ば
住
所
堪
忍

不
罷
成
段
御
推
了
も
可
在
御
座

．
候
処
に
三
郎
右
衛
阻
殿
被
仰
付

難
糠
鱗
雛
繕
鱗
輔
灘
購
購

り
申
候
心
入
り
等
も
無
御
座
候

間
不
及
口
能
儀
候
問
善
敷
様
に

奉
願
上
候

　
元
禄
四
歳
未
正
月
七
日
山
陰

　
坪
谷
三
百
竈

御
付
留
被
成
候
書
出
に
及
不
申
‘

候　
　
当
御
領
役
人
中
様

一、

�
E
弐
竈
　
迫
之
内

　
　
　
　
　
千
四
百
弐
拾
弐
人

　
　
　
　
　
　
　
　
勘
右
衛
門

　
　
　
　
　
　
　
　
新
五
兵
衛

‘
御
代
官
大
崎
久
左
衛
門
殿

　
秋
月
御
領
内
え
頼
入
申
候
然

者
又
井
野
原
に
召
置
午
九
月
拾

壱
日
よ
り
男
に
飯
米
五
合

坪山人締’’’”、、、
谷陰　　弐拾七四三三四七
村村数寵拾山　拾拾拾拾拾
　　　　六ハ　四三六四壱庄庄
屋屋千数竈籏竈鰯竈舗竈竈

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
依
而
向
後
令
免
許
候
条
左
様

毫
露
は
二
合
五
勺
宛
稟
だ
其
の
分
に
て
有
之
樽
心
得
可
く
候
以
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
延
岡
役
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
田
中
十
三
兵
衛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
仁
保
庄
三
兵
衛

　
　
　
　
百
姓
の
為
介
保
申
付
置
候
得
共

　
　
　
　
植
物
品
多
く
あ
ば
き
兼
ね
迷
惑
．

　
　
　
　
致
候
言
付
差
出
し
依
之
向
後
植

　
　
　
　
物
労
々
す
き
迄
差
免
夫
而
も
迷
．

　
　
　
　
惑
致
候
者
有
之
候
得
ば
吟
味
の
，

　
　
　
　
上
介
保
申
付
る
筈
に
候
掬
又
立
「

　
　
　
　
帰
り
候
以
後
往
々
迄
一
人
も
料
、

　
　
　
　
申
付
間
敷
候
其
の
段
長
門
守
様

　
　
　
　
え
も
堅
く
被
仰
付
最
も
高
鍋
御

　
　
　
　
家
老
中
え
も
申
参
候
そ
の
方
共
．

川
　
　
南
代
々
御
領
内
え
罷
り
在
り
御
高
一

福
　
　
瀬
恩
深
き
者
の
事
候
そ
の
上
申
出
．

小
野
田
候
書
付
の
品
差
免
候
間
早
々
元
．

鶴
之
内
．
々
の
様
に
立
帰
り
可
然
候
上
迷

坪
　
　
谷
惑
な
る
儀
有
之
候
は
ば
申
出
べ
・

八
つ
山
く
候
右
之
段
申
聞
す
可
き
旨
御

伊
　
　
原
役
中
よ
り
承
里
候
間
左
様
に
相

寺
　
迫
心
得
候
事

三
百
軒
拾
月
十
日
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
田
中
十
三
兵
衛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
仁
保
庄
三
兵
衛
．

　
　
　
　
　
山
陰
村
組
立
退
百
姓
中

　
　
　
　
　
自
是
書
付
を
以
而
申
聞
候
処

　
　
　
　
此
の
上
存
じ
候
旨
有
之
候
得
ば
「

　
　
．
　
　
田
申
十
三
兵
衛
…

　
　
　
　
　
仁
保
庄
三
兵
衛
・

山
陰
村
組
立
退
百
姓
中
　
　
「

一、

V
地
銀
上
納
の
事
秋
冬
と
…

に
か
け
前
々
通
り
調
査
申
付
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

候
事

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
、
受
合
の
事
　
当
分
の
事
春
　

定
め
而
受
合
難
く
候
え
ば
年
…

々
上
見
以
相
極
め
可
申
候
事

一
、
当
新
地
改
め
有
之
竿
詰
ま
一

り
の
地
坪
又
は
崩
川
な
る
而
．

迷
惑
申
候
処
有
之
候
由
左
樺

之
処
も
候
得
ば
吟
味
を
以
っ
．

て
如
何
様
と
も
申
付
べ
く
候
．

改
め
以
後
流
水
に
付
只
今
張
「

一
　
村
勘
定
の
儀
願
の
通
り
六
　

月
限
り
に
申
付
く
べ
き
事
是
…

は
先
例
に
候
得
ば
不
及
談
候
「

事
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
、
胡
磨
、
え
こ
、
菜
種
子
、
一

唐
胡
磨
、
そ
の
外
諸
木
仕
立

申
す
事
　
　
　
　
　
…

右
之
植
物
内
々
百
姓
介
保
申
…

　
山
陰
村
組
立
退
百
姓
中

　
時
日
書
付
を
以
而
申
聞
候
処

何
れ
も
納
得
い
た
し
元
々
の
様

立
阪
る
可
ぐ
由
皆
々
満
足
候
依

見
願
乃
儀
有
之
候
時
は
そ
の
段

申
越
承
届
け
候

一
、
此
の
内
何
れ
も
作
付
召
置

　
候
田
畑
に
今
も
そ
の
分
而
有

　
之
然
れ
共
最
早
取
上
時
分
過

　
候
得
ば
田
方
の
類
は
落
捨
て

　
又
は
獅
子
猿
諸
鳥
喰
申
す
可

　
く
様
存
候
夫
に
付
当
年
の
御

　
年
貢
掬
而
亦
其
の
方
共
口
稼

　
の
儀
を
何
れ
申
可
く
候
哉
之

　
由
御
年
貢
は
上
見
物
申
付
百

　
姓
立
合
而
其
の
方
共
迷
惑
の

　
様
申
付
候
可
稼
の
儀
は
届
次

　
第
差
免
可
申
事

一
、
山
陰
村
組
坪
谷
庄
内
々
庄

　
屋
百
姓
朋
合
不
申
候
得
ば
右

　
庄
屋
下
知
而
勤
め
之
儀
成
難

　
く
何
様
可
申
付
哉
の
由
且
亦

　
今
度
立
退
候
百
姓
の
外
後
に

．
残
り
居
候
百
姓
掬
而
亦
披
官

　
の
内
其
の
方
共
同
前
に
立
退

　
候
様
由
々
申
す
者
も
有
之
此

　
の
段
何
れ
も
立
退
候
時
分
相

　
対
致
し
其
の
者
所
存
依
り
様

　
子
申
出
候
儀
も
有
之
可
候
是

　
亦
何
如
様
に
申
付
く
可
く
哉

　
の
由
承
届
山
陰
坪
谷
の
庄
屋

　
は
所
替
申
付
候
披
官
百
姓
の

　
儀
は
そ
の
方
共
罷
り
阪
り
候

　
時
分
様
子
申
出
候
得
ば
其
の

　
節
宜
敷
く
相
談
の
事

瀞
相
調
条
申
召
穫
事
訴
鵯
艦
醸
肛
躍
機

韓
羅
献
磁
露
舘
鮎
鋸
魏
麓
駁
鱗
螺
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｝

間
敷
段
最
前
委
細
申
達
候
通

り
日
本
神
々
を
以
而
偽
無
之

事
に
候
乍
此
の
上
高
鍋
御
役

人
中
え
も
同
前
証
拠
立
被
申

候
様
と
存
じ
候
由
く
れ
ぐ
れ

琢
知
候
時
日
も
申
遣
候
通
り

其
の
段
は
殿
様
よ
り
長
門
守

様
江
も
堅
く
仰
進
め
ら
れ
候

御
家
老
中
よ
り
高
鍋
御
家
老

申
申
参
里
候
間
毛
頭
気
遭
ひ

仕
る
事
無
之
候
得
共
亦
々
御

塔

　・．・荒

写寓……・・上は成願專の百姓一授の

　　　下は又股野原に在る墓

役
人
中
証
拠
立
申
候
様
に
頼

遣
候
間
左
様
に
相
心
得
可
く

候一
、
高
鍋
御
領
え
罷
越
し
候
処

飯
米
少
し
も
持
参
不
仕
候

故
恥
か
し
く
飢
命
及
候
に
付

高
鍋
御
領
野
前
に
付
庄
屋
え

兵
糧
拝
借
願
出
候
処
有
難
き
「

儀
に
候
得
共
飢
命
に
及
申
す

体
と
囎
な
る
証
文
相
調
え
差

出
候
え
ば
借
可
申
田
而
其
の
…

許
え
引
越
候
牛
馬
其
の
外
証
一

文
書
入
大
分
の
米
拝
借
申
候
　
一

由
返
納
の
儀
は
了
簡
に
不
及
．

由
申
越
候
其
の
段
は
そ
の
方
．

共
申
出
に
不
及
此
の
方
に
て
一

役
人
中
よ
り
高
鍋
御
役
人
申

え
相
談
の
上
返
弁
申
付
筈
に
…

候
そ
の
方
共
講
而
申
す
儀
而
・

無
之
候
右
通
り
少
し
も
偽
無

之
候
間
何
れ
も
右
様
相
心
得
、

可
く
候
不
勝
手
儀
有
之
候
節
．

は
申
出
次
第
善
敷
申
付
侯
間

早
々
立
帰
可
然
候
　
　
以
上
皿

十
月
十
四
日

　
　
　
　
田
中
十
三
兵
衛

　
　
　
　
仁
保
庄
三
兵
衛

山
陰
村
組
立
退
百
姓
中

一、

�
勛
ﾈ
書
付
申
聞
候
処
亦

々
申
越
候
通
承
知
そ
の
方
共
．

元
々
の
様
に
立
退
候
時
分
農

具
種
労
々
の
儀
申
遣
候
通
り

聞
届
そ
の
段
少
し
も
迷
惑
不

　
　
　
り

致
候
様
に
可
申
付
候
間
左
様

相
心
得
可
く
掬
而
亦
筆
取
平

治
事
山
陰
坪
谷
庄
屋
同
前
に

処
替
可
申
付
笛
に
候
　
右
之
一

外
願
の
儀
罷
り
候
上
以
後

可
申
遣
候
そ
の
元
え
長
々

罷
り
在
り
何
角
と
他
領
え
被

遊
苦
方
候
段
笑
止
候
其
の
方

共
願
の
通
り
御
家
老
中
え
相
田

談
の
上
夫
々
申
付
候
上
は
無

異
義
立
帰
尤
候
帰
参
料
不
申

付
儀
双
方
御
家
老
中
証
文
願

に
付
き
今
日
高
鍋
御
役
人
申

え
申
談
候
処
此
の
方
御
家
老

中
え
往
々
迄
も
料
仰
付
間
敷

　
O
州

！
国
仰
越
さ
れ
面
々
の
写
並
高

ゐ
、
輪
御
家
老
申
其
の
外
御
役
人

　
中
迄
右
之
段
申
越
候
低
面
そ

　
の
方
江
も
禄
渡
候
由
に
付
最

　
早
残
る
処
無
く
申
越
侯
得
ぱ

．
此
の
方
領
分
え
引
取
候
為
談

　
合
美
々
津
え
罷
り
越
す
可
之

　
由
高
鍋
御
役
人
中
よ
り
申
来

　
候
間
対
談
致
し
明
目
明
後
日
」

　
4
早
天
よ
り
而
も
此
の
方
領
分

　
え
引
取
り
銘
々
の
村
え
引
越

　
候
様
に
申
付
而
有
之
可
く
便

　
右
様
相
心
得
可
く
候

　
　
十
月
十
六
日
　
　
　
　
．
、

　
　
　
　
　
田
申
十
三
兵
衛
’

　
　
　
　
　
仁
保
庄
三
兵
衛

　
其
の
方
は
今
度
御
領
内
立
退

．
候
得
共
高
鍋
御
家
老
申
κ
相
談

の
上
無
前
原
元
々
の
様
に
帰
参

申
付
候
是
に
依
而
以
後
く
嵐
、

壱
人
も
料
申
付
儀
堅
く
有
之
間

敷
候
条
何
れ
も
左
様
相
心
得
早

く
帰
参
有
之
可
く
候
　
　
以
上

　
　
延
岡
家
老
中

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
判

口

四
郎
左
衛
門

斉
　
　
　
宮

忠
左
衛
門

作
太
夫

上

判判判

　
、
百
姓
共
高
鍋
御
役
人
中
え

書
付
差
出
品
夫
々
差
免
其
の

後
三
度
に
及
願
め
儀
申
遣
候

　
処
不
残
彼
の
者
共
存
分
申
付

　
候
夫
々
付
何
れ
も
今
納
得
候

　
由
相
聞
候
然
ば
山
陰
村
平
治

　
所
替
の
儀
籾
亦
残
置
候
農
具

　
引
取
に
於
而
は
吟
味
可
申
付

　
の
由
願
山
陰
村
後
残
し
も
の

　
に
立
帰
り
以
後
ぞ
れ
そ
れ
相

　
対
所
存
次
第
に
申
出
候
儀
も

　
有
之
可
く
由
申
越
候
付
此
の

　
段
も
彼
者
申
出
次
第
宜
敷
様

令
相
談
候
最
も
平
治
儀
は
山

、
陰
坪
谷
庄
屋
同
前
申
付
可
く

　
由
申
聞
候
事

　
右
願
の
儀
不
残
相
叶
候
処
昨

　
日
高
鍋
御
役
人
申
え
差
出
候

書
付
の
通
り
今
披
見
候
此
の

方
家
老
中
よ
り
高
鍋
え
相
越

彼
方
御
家
老
衆
え
会
相
談
以

後
の
上
料
申
付
間
敷
由
証
文

申
請
度
由
並
当
御
郡
代
支
配

　
而
者
立
帰
り
間
敷
由
書
付
拝

　
見
申
候
段
々
願
の
通
り
結
構

　
に
申
付
候
処
亦
々
近
頃
我
が

　
儘
な
る
申
様
に
候
殊
更
殿
様

　
よ
り
長
門
守
様
え
此
の
者
共

往
々
迄
料
仰
付
ら
れ
間
敷
由

仰
進
候
高
鍋
御
家
老
衆
え
此

　
の
方
共
度
々
其
の
段
申
遣
候

処
疑
以
而
高
鍋
御
家
老
衆
御

証
文
願
事
以
是
そ
の
記
被
成

候
事
此
の
方
共
証
文
儀
此
の

　
上
乍
ら
願
の
通
叶
差
越
候

　
　
　
　
（
裏
面
に
つ
づ
く
）

腎罫

祝
日
に
は
国
．
旗
を
か

．
　
　
晒

量
．

、
・

げ
よ
う

レ

・
－
／

6

幽
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一
、
段
々
願
ω
儀
不
残
差
免
候

　
処
農
圃
申
談
仕
り
早
速
帰
参

　
返
答
不
申
越
此
の
」
は
右
之

　
段
撹
．
月
ん
仰
一
げ
ら
れ
急
段

　
博
明
相
成
似
筈
に
成
行
候
て

　
は
彼
共
為
に
相
野
ざ
る
候
付

　
高
鍋
御
役
人
中
而
内
談
に
付

　
首
尾
良
く
帰
参
申
付
候
得
共

　
百
姓
共
為
に
相
成
飯
事
に
候

　
局
鍋
御
役
人
衆
え
遣
相
談

　
色
々
此
の
内
申
聞
候
共
何
も

　
合
点
不
乱
青
笹
ば
最
早
写
角

　
と
申
究
の
義
是
迄
墨
黒
の
⊥

　
乍
ら
詳
し
立
帰
る
可
く
心
人

　
り
∠
者
早
速
玉
出
可
く
候
惣
【

　
而
帰
参
相
落
間
敷
と
存
じ
候
「

　
者
は
其
の
分
に
返
答
申
出
右
」

　
之
段
各
両
人
前
上
り
仰
聞
ら

る
搬
暮
合
以
ま

　
　
　
　
直
四
郎
左
衛
門
　

　
　
　
　
堀
　
斉
　
宮

　
　
　
　
有
忠
左
衛
門

　
　
　
　
有
作
太
夫

　
　
仁
保
庄
三
兵
衛
殿

　
　
田
申
十
三
兵
衛
殿

　
右
之
通
御
家
老
申
よ
り
其
の

方
奮
え
可
申
聞
旨
仰
せ
聞
け
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
」

れ
候
間
愚
意
得
候
　
　
以
上

　
　
右
　
同
　
日

　
　
　
　
　
田
中
十
三
兵
衛

　
　
　
　
　
仁
保
庄
三
兵
衛

　
山
陰
組
立
退
百
姓
中

　
其
の
方
共
帰
参
延
引
而
一
昨

日
延
岡
え
使
者
差
越
候
処
臼
杵

郡
代
梶
田
十
郎
左
衛
門
事
病
気

に
付
役
儀
の
断
り
申
出
ら
れ
日

頃
役
儀
御
免
許
郡
代
方
講
無
害

由
延
岡
御
家
老
衆
よ
り
此
の
方

使
者
に
相
談
有
之
由
承
り
候
其

御
免
に
候
得
ぱ
最
早
申
分
有
之
　
せ
ね
ば
な
ら
な
い
場
合
も
あ
る

間
内
と
存
じ
候
元
々
の
様
に
立
㎜
こ
と
を
考
え
ね
ば
な
り
ま
せ
ん

帰
り
以
後
迄
一
人
も
仰
伺
ら
れ
皿
　
現
在
の
医
学
で
は
結
核
は
完

強
顯
誌
雛
鎚
耀
鶴
規
戦
筋
難

間
敷
旨
延
岡
御
家
老
中
え
度
々

話
談
堅
々
相
究
め
因
由
申
出
皆

以
而
願
の
通
り
相
済
み
愚
直
の

上
而
は
外
々
え
望
の
事
有
間
敷

間
早
々
帰
参
致
さ
れ
尤
に
候
無

全
に
治
療
出
来
る
と
云
わ
れ
て

い
ま
す
。
薬
に
よ
る
内
科
的
治

療
、
手
術
に
よ
る
外
科
的
治
療

と
医
学
の
進
歩
で
百
。
、
ー
セ
ン

ト
元
の
体
に
復
し
て
い
る
人
は

前
原
竜
洋
納
候
条
そ
の
返
答
承
・
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し

届
延
岡
え
可
申
越
候
　
　
以
上
㎜
乍
ら
治
療
の
こ
と
を
忘
れ
、
自

一
口
饗
解
瀞
麺
．
日
露
騨
灘
煮
凝

騰
論
飛
鐡
濃
灘

　
延
岡
領
山
陰
組
百
姓
中
　
　
　
れ
ま
す
。
年
咽
回
の
健
康
診
断
」
◎

　
衆
中
願
の
通
り
此
の
間
段
々

相
円
今
日
帰
参
の
御
心
申
出
ら

れ
大
夫
ふ
え
元
々
様
に
召
帰
ら

れ
後
々
通
津
杯
被
仰
付
図
敷
仁

保
庄
三
兵
衛
殿

　
田
中
十
三
兵
衛
殿
え
以
来
此

の
儀
に
付
少
し
も
料
被
仰
付
間

劃
一
堅
く
申
県
評
少
し
も
相
違

有
之
間
詩
調
如
件

元
禄
三
午
年
十
月
十
六
日

目
秋
月
長
門
守
役
人

　
　
　
千
手
治
郎
兵
衛

　
　
　
川
内
山
清
八

　
　
　
黒
水
儀
太
夫

　
　
　
川
野
七
郎
兵
衛

　
山
陰
組
立
退
百
姓
中

が
、
　
「
あ
な
た
は
異
状
あ
り
ま

せ
ん
」
　
「
あ
な
た
は
少
し
治
療

し
な
さ
い
」
と
教
え
て
く
れ
ま

す
が
、
悪
く
て
も
受
け
な
い
人

は
日
に
日
に
泥
沼
へ
落
ち
る
引

玉
込
の
機
会
に
は
「
あ
な
た
は

重
症
で
す
、
入
院
治
療
し
な
さ

い
」
と
な
る
こ
と
は
明
白
で

す
。
恐
れ
る
前
に
先
ず
健
康
診

断
を
受
け
る
こ
と
で
す
。
　
「
自

分
の
健
康
管
理
は
自
分
で
」
を

忘
黙
野
慶
の
住
匙

診
を
別
表
日
程
表
の
通
り
実
施

し
ま
す
の
で
、
洩
れ
な
く
検
診

を
受
け
て
下
さ
い
。
要
領
は
各
一

区
長
、
組
合
長
さ
ん
を
通
じ
て
一

配
布
し
ま
し
た
「
昭
和
四
卜
剛

辱
年
度
佳
民
検
診
計
画
表
」
を
御

覧
下
き
い
。

受
鯵
該
当
者
と
は

　
東
郷
村
に
在
住
す
る
村
民
は

全
員
該
当
者
て
す
。
た
だ
し
次

に
掲
げ
る
者
は
除
外
き
れ
目

す
。④
　
小
、
申
学
校
及
び
高
等
学

　
校
に
在
学
中
で
定
期
健
康
診

　
断
を
受
け
た
者

　
　
ぼ
公
署
、
事
業
所
等
に
勤

　
務
中
の
者
て
定
期
健
康
診
断

　
を
受
け
た
者

＠
　
六
才
未
満
児
で
先
に
実
施

　
し
た
ソ
ヘ
ル
ク
リ
ン
反
応
の

結
果
陰
性
で
B
C
G
の
接
種

　
を
受
け
た
者

受
診
票
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
各
個
人
別
の
受
診
票
を
必
ず
一

審
持
参
下
さ
い
。

表程日診検民住

　区　名一　　　　一　　　　　一　　　　　一　一 　　　7氏@日1時　　　1｝　一　　　　 　　　　　　　　　　　　1

吉牟田、長崎、庭田
��A猪之渡　7　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　一　　　　　　　　　一　　　｝　　　　皿

對ｻ、山之口、落鹿　　　　　　一　　　　　　一　　　　　　　一

ｺ渡川：全区、県竃一　一　　　　　　一　　一　　　　　　一　　　　　　　曹　｝　　　　　　　　　　　　皿　　　｝

寺　　追

@　　　　　　　｝　　　一　『

ｺ渡川
z　　表

中水流、田口原、八ソ山一　一　｝　一　　　一　　　　　　　　　　｝　『　｝　　　｝　｝

児洗、一松露
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1。．。骸1瀞婦人。．ム1…一14…1馳公廟10・50～11・001甲鋤踊‘・．

P1：器＝聯無難

　　　　　　　　一ｺ谷原、市谷川崎上ノ原、赤井笠

≒[全区、庵登

瀬　　平

ﾘ　　二

〟@　深

Q羽＿坂八重原

濫V内一　　　　　　　　　『　　　　｝　　　　　　一

B　　野

ﾟ之内
黶@　　　　　　　　　　　一　　　　　一　　　　　　　　一

O　　瀬

　9月

@5日

@9月

@6日

@9月

@7日

@9月
�W日

@9月
@
9
日
　
一
　
9
月
　
1
2
日
　
9
月
　
1
3
日
　
　
　
　
　
　
　
｝
　
　
　
　
一
　
　
　
　
r
　
9
月
　
1
4
日

　　　　　一　　　　　　　　　　一　一　　　　一　『
H坂全区『　　　　　　　　｝『｝　　　　　　　　『　　　　　　　　｝，　　　　　　　　　　－　　　　　｝　一

ﾇ茎匪つ一　　　　一　一

一　　　　　　　　　　　　　　　一

﨤t野

ワラビノ、田野
1鶴之内公民館

鶴之内

P0．00～10，30 広瀬渡舟場上 鳥川、ウトギ、日田
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お
と
な
に
望
み
た
い
こ
と

坪
谷
中
　
三
年
　
海
　
　
野
　
　
愛
・
子

｝
　
今
日
こ
こ
に
私
達
子
供
の
声

一
を
聞
く
会
が
聞
か
れ
、
臼
頃
考

…
え
て
い
る
こ
と
を
意
見
発
表
す

一
る
機
会
の
与
え
ら
れ
た
こ
と
を

一非常
に
喜
ん
で
い
ま
す
。

　
私
達
坪
谷
中
学
校
生
徒
会
役

㎜訴

蜥
ｳ
総
饗

一
か
ら
発
表
す
る
こ
と
は
、

意
見
も
あ
り
ま
す
が
、
他
の
役

員
の
意
見
で
も
あ
り
、
又
、
み

一
ん
な
の
意
見
と
し
て
ま
と
め
て

発
表
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
私
達
は
わ
と
な
の
社
会
に
対

一
し
て
次
の
よ
う
な
願
い
を
も
つ

一

一
て
い
ま
す
。

　
ま
ず
最
初
に
私
達
子
供
の
意

一

見
を
十
分
に
聞
い
て
ほ
し
い
と

　

一
雷
う
こ
と
で
す
。
今
日
の
会
は

一
し
た
が
っ
て
大
変
嬉
し
い
こ
と

で
す
が
…
…
。

「一
　
私
達
は
よ
く
父
母
と
ケ
ン
カ

一
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
す
る

τ
口
ぐ
せ
の
よ
う
に
、
あ
る
と

き
に
は
「
子
供
の
く
せ
に
口
出

｝し
す
る
な
」
と
い
わ
れ
る
。
ま

　
　
　

私
の
．
れ
ず
に
育
っ
て
き
た
自
分
の
人

が
、
く
ど
く
な
る
の
は
き
ら
Ω

で
す
。

　
現
実
は
現
実
、
昔
は
昔
、
時

代
は
進
歩
し
て
い
る
の
で
す
。
｝

葉
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
こ
ん
な
と
き
私
は
あ
る
人
の

伝
記
を
思
い
出
し
ま
す
。

　
自
分
は
ま
ま
母
に
そ
だ
て
ら
一
霞
分
か
っ
て
で
わ
が
ま
ま
な
出

れ
、
三
度
の
食
事
も
ろ
く
に
与
一
間
だ
と
思
い
ま
す
。
た
と
え
ば

鱗
霧
繋
鏡
難
燃
麗

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ど
で
す
。
外
で
あ
っ
た
こ
と
を

灘
　
轍
　
難
　

て
く
れ
る
の
は
よ
い
の
で
す
｝
。
も
う
少
し
私
達
を
注
套

｝
行
っ
て
こ
れ
を
下
さ
い
と
い
っ

一
て
も
「
子
供
だ
か
ら
」
と
い
う

｝
意
味
で
レ
よ
う
が
、
な
か
な
か

心
す
ぐ
に
駕
し
て
く
れ
ま
せ
ん
。

私
達
も
客
に
は
ち
が
い
な
い
の

で
す
、
こ
う
言
う
こ
と
は
ま
っ

た
く
し
ゃ
く
に
さ
わ
り
ま
す
。

　
私
は
、
本
当
に
お
と
な
達
は

　
　
　
　
　
　
若
し
受
診
万
一
し
た
。
そ
こ
で
私
は
腹
を
き
め

甥
翻
嘱
日
暑
に
申
山
瓦
昔
作
・
て
ほ
ね
折
．
た
人

米
作
り
か
ら
煙
草
作
り
へ

迫
野
内
舛
田
正
太
郎

右
山
陰
組
立
退
散
の
儀
あ
ら
　
私
は
水
田
五
反
、
畑
二
反
四
［
以
上
も
人
れ
、
ね
ん
土
で
修
理

　
あ
ら
　
　
　
　
　
　
　
　
　
畝
、
重
合
の
小
さ
な
農
家
で
あ
一
を
し
て
水
を
通
し
ま
す
。
セ
メ

灘
離
間
難
騒
跨
ま
究
私
の
村
は
他
部
落
の
一
ン
妻
を
や
る
霊
が
悪
く

　
書
状
一
通
而
委
細
之
儀
無
之

　
候

住
民
検
診
実
施
に
つ
い
て

　
皆
さ
ん
洩
れ
な
く
「
レ
ン
ト

ゲ
ン
」
撮
影
を
受
け
ま
し
ょ

う
。　
最
近
わ
が
国
の
国
民
保
健
の

関
心
は
成
人
病
、
特
に
「
ガ
ン
」

に
集
中
さ
れ
て
い
る
観
が
あ
り

久
し
く
国
民
病
と
ま
で
云
わ
れ

て
い
た
結
核
に
対
す
る
関
心
が

う
す
れ
て
ゆ
く
傾
向
に
あ
り
、

「
結
核
は
怖
れ
る
に
足
ら
ず
」

と
の
安
易
な
惑
え
方
す
ら
持
っ

て
い
る
人
が
あ
る
よ
う
に
思
わ

れ
ま
す
。
し
か
し
乍
ら
結
核
を

そ
れ
程
安
易
に
考
え
て
よ
い
か

ど
う
か
今
一
度
反
省
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
た
し
か
に
戦

後
わ
が
国
の
結
核
予
防
法
を
中

心
と
し
た
結
核
対
策
の
綜
合
的

成
果
と
し
て
結
核
の
死
亡
率
は

驚
く
程
の
減
少
を
示
し
て
来
て

お
り
全
く
あ
り
が
た
い
こ
と
で

あ
り
ま
す
が
、
　
【
方
罹
患
率
の

方
を
見
る
と
罹
患
者
の
数
は
そ

れ
程
減
少
せ
ず
、
年
間
の
新
患

も
相
当
数
検
出
さ
れ
て
お
り
、

特
に
震
山
村
に
お
け
る
減
少
度

の
低
い
こ
と
に
注
目
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
又
、
今
日
で

は
乳
幼
児
の
結
核
が
多
く
見
ら

れ
関
心
の
的
と
な
っ
て
お
り
ま

す
。　
結
核
は
他
の
伝
染
病
と
異
り

急
激
な
症
状
が
現
れ
な
い
た
め

に
放
置
さ
れ
や
す
く
、
結
核
と

発
見
診
断
さ
れ
た
時
は
相
当
進

行
し
て
い
る
も
の
が
多
い
と
云

わ
れ
て
い
ま
す
。

　
陶
土
結
核
の
診
断
を
受
け
入

院
治
療
と
も
な
れ
ば
相
当
の
期

闘
が
必
要
で
あ
り
、
又
費
用
に

弗
聾
諺
謄
蠣
噸
韓

聖
ヤ

　
　
　
　
ノ

交
通
道
億
を
守
ろ
う

様
に
多
収
獲
は
無
い
が
、
秋
に

な
っ
て
実
入
の
良
い
処
で
あ
り

ま
す
。
平
年
作
で
粉
反
当
り
八

津
か
ら
よ
く
取
れ
て
一
〇
俵
と

言
う
事
で
す
。
し
か
し
、
水
不

足
の
村
で
三
年
に
一
度
は
必
ず

干
ば
つ
で
す
。
水
は
西
郷
村
と

界
し
て
い
る
谷
か
ら
二
六
町
も

あ
る
水
路
で
す
。
二
十
日
間
も

陽
照
り
が
続
く
と
す
ぐ
ほ
し
ま

す
。
水
路
は
毎
年
六
戸
で
百
人

資
材
運
搬
に
骨
が
折
れ
ま
す
、

そ
れ
と
耕
地
が
少
な
い
の
で
や

一
り
き
れ
ま
せ
ん
。
改
善
箋
も

部
落
で
ま
と
ま
ら
な
い
、
自
分

一
で
導
あ
け
ね
罐
も
し
て
く

れ
な
い
。
そ
こ
で
私
は
考
え
た
、

こ
う
言
う
事
を
い
つ
ま
で
や
っ

て
も
難
ぎ
す
る
ば
か
り
、
色
々

人
の
話
を
き
く
と
葉
煙
草
作
り

を
や
っ
て
見
ら
ん
か
、
専
売
公

社
か
ら
来
ら
れ
て
進
め
ら
れ
ま

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
や
っ
て
も
い
ら
ん
と
言
う
話
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
き
、
ま
し
た
。
し
か
た
は
な
い

が
、
お
前
は
今
に
成
っ
て
煙
草
・
出
来
た
も
の
は
仕
方
が
無
い
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

を
作
っ
て
ほ
ね
折
る
か
。
借
金
二
生
懸
命
や
っ
た
乾
燥
は
若
い

｝が
な
け
れ
ば
煙
草
を
作
れ
な
ど
一
者
に
や
ら
せ
た
立
派
な
乾
そ
う

　口
々
に
言
う
人
が
あ
り
ま
す
。
　
が
出
来
た
。
反
当
二
九
六
K
、

其
の
時
は
も
う
は
ら
を
決
め
て
一
さ
あ
収
納
が
き
た
。
馬
鹿
た
ば

い
た
。
誰
か
何
を
言
わ
う
と
も

耳
に
は
入
ら
な
い
。
家
族
と
相

談
し
た
が
満
揚
一
致
、
早
速
三

十
八
年
度
に
謝
画
を
立
て
、
三

十
九
年
に
二
反
歩
植
付
し
た
。

田
中
指
導
技
師
の
言
う
事
旧
耕

の
人
の
話
を
き
く
、
煙
草
見
に

こ
と
言
う
話
を
き
い
て
い
る
か

ら
収
納
に
行
く
の
も
よ
だ
き
か

っ
た
。
行
っ
て
見
た
処
反
当
代

金
＝
二
三
、
○
○
○
円
そ
れ
で

一
四
十
年
度
は
四
反
歩
植
付
し

た
。
其
の
時
は
＝
二
六
、
一
三

行
糞
の
楽
し
島
へ
行
鮪
膵
島
墜
徹
艇

き
着
物
を
や
ぶ
る
思
い
を
す
れ
｝
三
六
、
一
三
六
円
を
上
ま
わ
り

ぱ
相
手
は
田
、
年
よ
り
の
仕
事
一
ま
し
た
。

に
は
も
っ
て
こ
い
、
植
付
終
り
　
　
米
を
作
っ
て
お
れ
ば
昨
年
の

朝
煙
草
田
に
い
っ
て
見
る
其
の
・
場
合
何
程
も
取
れ
な
い
、
咽
俵
｝

楽
し
さ
。
太
る
太
る
、
大
の
煙

草
が
出
来
た
人
の
話
を
き
く
と

馬
鹿
た
ば
こ
じ
ゃ
げ
な
、
た
だ

七
、
○
○
○
円
の
米
で
玄
米
八

○
俵
取
れ
た
事
に
成
り
ま
す
。

こ
れ
に
仔
牛
生
産
を
す
れ
ば
ど
一

う
に
か
や
れ
る
も
の
と
思
い
ま

す
。　
苦
労
重
ね
て
作
っ
た
た
ば
こ

収
納
す
る
日
は
笑
い
顔

　
家
族
揃
っ
て
荷
作
り
す
ま
せ
一
た
あ
る
と
き
に
は
「
も
う
い
っ

送
り
出
す
時
や
さ
び
し
な
る
　
　
ま
で
も
子
供
で
は
な
い
の
に
ぶ

た
強
磁
題
雛
麓
魑
舗
耀
有
家
の
手

グの

一
≡
≡
≡
一
葦
≡
一
＝
≡
≡
≡
≡
≡
一
一
一
≡
一
≡
≡
葦
旨
一
一
一
謹
≡
一
≡
華
一
≡
一
＝
≡
≡
≡
一
塁
≡
一
一
≡
一
≡
蓋
≡
≡
一
一
≡
≡
一
一
一
≡
≡
一
一
一
＝
一
＝
一
＝
≡
一
≡
≡
一
≡
≡
一
≡
≡
一
一
≡
一
一
≡
一
一
＝
≡
≡
一
＝
一
一
一
＝
≡
一
一
≡
蓋
≡
一
一
一
≡
一
≡
一
≡
一
≡
≡
一
藝
≡
＝
≡
＝
≡
一
一
妻
＝
≡
≡
≡
一
一
一
一
一
≡
一
塁
一
一
≡
一
毒

一

「

弟
㌦　
尋

O

声
　
『
浄

　
　
　
　
　
　
　
　
　
私
達
は
お
ま

　
　
え
た
ち
の
年
ご
ろ
に
は
…
…
」

　
　
と
言
う
の
で
す
。
こ
の
場
合
わ

　
　
と
な
の
言
葉
は
矛
盾
し
て
は
い

　
　
な
い
で
し
ょ
う
か
。
あ
る
と
き

　
　
に
は
お
と
な
だ
、
あ
る
と
き
に

　
　
は
子
供
だ
と
い
っ
て
お
こ
る
。

　
　
こ
ん
な
と
き
お
と
な
で
い
る
方

　
　
が
い
い
の
だ
ろ
う
か
、
又
、
子

　
　
供
で
い
る
方
が
い
い
の
だ
ろ
う

　
　
か
ま
よ
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
そ

　
　
し
て
は
ら
だ
た
し
く
思
う
の
で

　
　
す
。

　
　
　
時
に
は
こ
う
い
う
こ
と
も
あ

　
　
り
ま
す
、
私
達
も
悪
い
の
で
す

　
　
醤
か
・
：
：
・
。
テ
ー
ブ
ル
の
前
に
並

　
　
べ
た
お
か
ず
に
「
ま
た
こ
れ
か
」

　
　
と
い
や
な
顔
を
向
け
る
と
そ
の

　
　
顔
に
い
つ
も
の
言
葉
が
か
え
っ

　
　
て
く
る
の
で
す
。
　
「
母
ち
ゃ
ん

　
　
が
小
さ
い
こ
ろ
は
…
…
」
と
昔

　
　
の
話
を
く
ど
く
ど
と
な
ら
べ
る

　
　
の
で
す
。
聞
い
て
み
れ
ば
な
る

会　
　
ほ
ど
苦
労
し
た
ん
だ
な
あ
と
思

懸　
　
わ
れ
る
こ
と
は
た
く
さ
ん
あ
サ

研　
　
ま
す
が
、
「
母
ち
ゃ
ん
が
小
さ

のA　
　
い
こ
ろ
は
…
…
」
と
い
う
言
葉

T　
　
は
よ
け
い
で
は
な
い
で
し
ょ
う

P　
　
か
。
現
実
は
現
実
、
昔
は
昔
、

ノ　
’
私
達
が
口
出
し
す
る
と
「
子
供

　
　
の
く
せ
に
」
と
同
じ
よ
う
に
私

　
　
達
子
供
の
意
見
を
ふ
う
ず
る
言

な
い
点
も
い
ろ
い
ろ
あ
る
で
し

ょ
う
が
、

さ
な
い
で
下
さ
い
。
そ
し
て
、

お
と
な
は
私
達
子
供
の
気
持
を

私
た
ち
も
考
え
な
く
て
は
い
翌
が
親
だ
か
ら
子
供
も
子
供
だ
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
い
う
こ
と
で
す
。
こ
の
間
題

一
寸
さ
れ
る
と
き
に
は
私
達
の
立

…
場
に
立
っ
て
下
さ
い
。

　
四
番
目
に
村
で
は
よ
く
こ
う

ヘ
一
し
う
こ
と
を
き
き
ま
す
。
　
「
親

あ
ま
り
ぐ
ち
を
こ
ぼ
τ
つ
い
て
は
私
達
の
知
ら
な
い

発
病
し
讃
し
翻
し
い
の
｝

て
も
ら
い
た
く
な
し

す
。
き
ょ
う
だ
い
で
、

二
選
に
友
轄
ひ
か
く
し
・
に
思
碧
ま
す
・
私
達
に
は
村

　

「
お
と
な
の
世
界
の
む
つ
か
し
さ

が
関
係
し
て
る
の
で
し
ょ
う

が
、
親
の
た
め
そ
の
子
供
ま
で

「
を
冷
た
い
目
で
見
て
い
る
よ
う

灘
嚢
…
欄
輪
講
職

凝
醍
天
分
み
た
い
な
感
・
が
し
ま

す
。
私
達
を
は
げ
ま
し
て
下
さ

る
の
は
よ
い
の
で
す
が
、
私
達

に
は
そ
れ
が
一
番
あ
り
が
た
く

な
い
こ
と
で
す
。
お
と
な
の
社

会
と
子
供
の
社
会
は
ち
が
う
と

思
い
ま
す
。
子
供
の
社
会
を
理

解
し
て
い
た
だ
い
て
、
あ
ま
り

ひ
か
く
し
た
り
口
ば
し
を
入
れ

な
い
よ
う
に
し
て
下
さ
い
。
私

達
子
供
が
今
の
お
と
な
に
み
ん

な
満
足
し
て
い
る
で
し
ょ
う

か
。
お
そ
ら
く
現
在
の
お
と
な

に
満
足
し
て
い
る
人
は
い
な
い

と
思
い
ま
す
。

　
よ
く
非
行
少
年
な
ど
と
い
う

言
葉
を
耳
に
し
ま
す
が
、
こ
れ

は
本
当
は
親
ま
た
は
現
在
の
お

と
な
に
貴
任
が
あ
る
と
思
い
ま

す
。
一
部
の
人
を
と
り
上
げ
て

非
行
少
年
、
非
行
少
年
と
私
達

を
い
じ
め
な
い
で
下
さ
い
。
時

に
は
よ
い
ほ
う
も
と
り
あ
げ
て

下
さ
い
。

こ
の
部
落
で
は
い
つ
し
か
7
の

の
子
は
一
－
‘
と
い
う
ζ
と
で

の
け
も
の
に
な
る
の
で
す
冶
親

が
ど
う
で
あ
っ
た
に
せ
よ
そ
の

子
供
ま
で
苦
し
め
な
く
て
も
よ

い
と
思
い
ま
す
。
親
の
ち
ょ
っ

と
し
た
口
か
ら
で
た
一
言
が

「
あ
の
子
」
を
苦
し
ま
せ
る
。

こ
れ
で
明
る
い
社
会
と
い
え
る

で
し
ょ
う
か
。
こ
ん
な
間
急
な

「
親
は
親
、
子
は
子
」
と
は
っ

き
り
区
別
し
て
解
決
の
糸
ぐ
ち

を
見
つ
け
る
べ
き
で
は
な
い
の

で
し
ょ
う
か
。

　
五
亀
目
に
今
の
杜
会
は
大
き

な
町
、
資
源
の
あ
る
と
こ
ろ
に

し
か
文
化
は
い
き
と
ど
か
な
い

と
言
う
こ
と
で
す
。

　
　
（
以
下
次
号
に
つ
づ
く
）

　
　
　
　
お
と
な
の
悪
い
こ
と
一

耀
ま
り
に
重
い
患
い
、
7

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
話
は
代
わ
り
ま
す
が
、
庶
こ

漁
瀟
｝
　
　
　
♂

、

7「

ρ

勺r」」
●L、　　亀辱七’，も、ρ．

”

ρ
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